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公
契
約
条
例
で
９
割
が

　
改
善
に
つ
な
が
る
と

　

市
へ
の
要
請
で
は
、
公
契
約
条
例

制
定
や
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
度
の

実
現
、
学
校
給
食
の
民
間
委
託
中
止

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

11
月
30
日
秋
季
・
年
末
闘
争
で
「
安
倍
改
憲
・
労
働
法
制
改
悪
Ｎ
Ｏ
、

賃
上
げ
と
安
定
雇
用
で
地
域
活
性
化
」
な
ど
の
要
求
課
題
で
北
九
州
地
区

労
連
は
、
一
日
総
行
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
述
べ
１
２
０
人
が
参
加
し
、

早
朝
の
門
司
・
小
倉
・
戸
畑
・
黒
崎
駅
で
の
宣
伝
行
動
を
皮
切
り
に
北
九

州
市
の
雇
用
開
発
課
や
教
育
委
員
会
に
要
請
を
行
い
、
18
時
半
か
ら
は
、

「
働
き
方
改
革
」
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　

直
方
市
で
は
、
公
契
約
条
例
を
制

定
し
、
委
託
関
連
企
業
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、

「
成
果
が
あ
っ
た
」
が
５
割
で
、「
今

後
期
待
で
き
る
」
が
４
割
を
超
し
て

い
ま
す
。
前
回
「
期
待
で
き
な
い
」

と
答
え
た
企
業
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
は
ゼ
ロ
で
あ
り
条
例
制
定
が
労

働
条
件
改
善
に
プ
ラ
ス
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
最
低
賃
金
問
題
で
は
、
学

童
保
育
に
関
わ
る
役
員
か
ら
「
指
導

員
を
職
安
で
募
集
し
て
も
集
ま
ら
な

い
。
時
給
が
安
く
。
正
規
で
も
月
額

15
万
円
で
生
活
で
き
な
い
。
学
童
保

育
が
成
り
立
た
な
く
な
る
」
と
深
刻

な
実
態
を
訴
え
全
国
一
律
最
低
賃
金

制
度
と
時
間
給
千
円
実
現
を
求
め
ま

し
た
。

　

給
食
は
食
育
！
委
託
撤
回
を

　

学
校
給
食
の
民
間
委
託
が
11
月
28

日
に
教
育
委
員
会
か
ら
提
案
さ
れ
、

市
職
労
と
学
嘱
労
が
交
渉
を
し
て
い

ま
す
が
、
地
区
労
連
と
し
て
も
子
ど

も
た
ち
の
食
育
と
し
て
の
給
食
を
守

る
立
場
と
そ
こ
に
働
く
労
働
者
の
権

利
を
擁
護
す
る
立
場
で
要
請
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
正
規
の
調
理

士
に
仕
事
が
付
加
さ
れ
給
食
監
理
士

と
し
て
、
委
託
給
食
の
実
態
を
巡
回

訪
問
し
て
、
改
善
を
求
め
る
制
度
が

始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

　

ま
た
、
調
理
パ
ー
ト
の
職
が
な
く

な
る
こ
と
は
、
パ
ー
ト
の
雇
用
が
な

く
な
る
こ
と
で
あ
り
、
首
切
提
案
で

も
あ
る
こ
と
な
ど
訴
え
ま
し
た
。

　

雇
用
開
発
課
と
教
育
委
員
会
は
、

「
要
請
は
し
っ
か
り
伝
え
て
、
今
後

に
生
か
し
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
「
働
き
方
改
革
一
括
法
」
の

　

前
進
面
は
あ
る
の
か

　

戸
畑
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
「
働

き
方
改
革
関
連
法
」
と
の
た
た
か
い

を
、
全
労
連
雇
用
労
働
法
制
局
長
の

伊
藤
さ
ん
を
講
師
に
学
習
し
ま
し
た
。

　

働
き
方
改
革
法
案
強
行
の
中
で
全

労
連
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
力

で
労
働
時
間
や
有
給
休
暇
等
に
関
す

る
法
制
度
な
ど
で
歯
止
め
を
か
け
て

い
ま
す
。

　

３
６
協
定
指
針
に
は
、
限
度
時
間

を
超
え
て
労
働
さ
せ
る
場
合
に
講
ず

べ
き
「
健
康
福
祉
確
保
措
置
」
に
つ

い
て
記
述
さ
れ
て
お
り
、
労
働
組
合

の
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
だ
と
確
信

で
き
た
学
習
会
で
し
た
。

安
定
し
た
雇
用
で

く
ら
し
や
す
い
北
九
州
市
に

一
日
総
行
動

北 九 州
地区労連

　

先
月
、
公
務
災
害
の

認
定
請
求
権
を
非
正
規

職
員
や
遺
族
に
も
認
め

る
よ
う
に
総
務
省
が
通

知
し
た
の
に
、
北
九
州

市
は
「
過
去
は
適
用
し
な
い
」
と
規

程
を
つ
く
り
、
遺
族
の
訴
え
を
門
前

払
い
し
た
◆
こ
の
通
知
は
北
九
州
市

の
遺
族
が
総
務
相
に
訴
え
て
改
定
が

実
現
し
た
も
の
で
「
過
去
の
申
し
出

も
あ
り
得
る
」
と
総
務
省
も
指
摘
し

て
お
り
、
対
応
は
市
長
の
決
意
次
第

と
い
う
◆
我
市
の
ト
ッ
プ
は
、
非
正

規
の
賃
金
は
最
賃
並
み
で
良
し
と
す

る
冷
た
い
人
間
だ
が
、
せ
め
て
労
災

認
定
の
請
求
は
認
め
ろ
ヨ
（
赤
子
）

雇用開発課へ要請所提出



　

自
然
災
害
の
多
い
年
だ
っ

た
た
め
か
、
今
年
の
漢
字
は

「
災
」
で
し
た
。
読
者
の
皆

さ
ん
の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
は
？

◆
こ
の
１
年
「
北
九
の
仲
間
」

ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
よ
い
お
年
を
！

重野委員長と「ながた」予定候補

技能労務職は行政職へ
今年 4月から技能労務職は全員行政職に。

沖縄知事選に玉城氏勝利
辺野古新基地建設に反対する
「オール沖縄」勝利も、県民の
想い無視して埋め立て再開か？

北九州市でも被害多数
記録的豪雪、大阪地震、西日
本豪雨、北海道地震、台風。
次々と自然災害が日本を襲う。

大谷ショータイム！
投打に活躍しメジャー新人王。

２０１８年
重大 ニュースニュースニュースニュース

森友・加計は幕引きか
公文書改ざんに関わった関係
者全員が不起訴処分に、官僚
には司法は及ばないの？

空母の建造認める防衛相
戦力の不保持を明記した「憲法」
を持つ国が、攻撃型空母とステ
ルス戦闘機を持って何をする。

働き方改革法強行成立
自・公そして維新の強行採決で残
業代ゼロの法改悪が決まりました
が、職場に入れさせない取組を。

若戸大橋無料化
開通から56年。長年の市民の要求が
やっと実現。渡船も無料にしてほしい。

　

市
職
労
は
、
12
月
4
日
の
中
央

委
員
会
で
市
長
選
闘
争
方
針
を
決

定
し
、「
笑
顔
と
希
望
の
北
九
州

市
を
つ
く
る
会
」
の
「
な
が
た
浩

一
」
予
定
候
補
の
推
薦
を
決
定
し
、

12
月
5
日
に
「
働
き
や
す
い
職
場

に
す
る
た
め
・
住
み
よ
い
街
に
す

る
た
め
」
の
政
策
協
定
を
締
結
し

ま
し
た
。

　

市
民
の
願
い
実
現
の
た
め

　

市
長
選
は
、
政
党
の
議
員
を
選

ぶ
政
党
選
挙
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
北
九
州
市
を
創
る
の
か
と

い
う
選
択
で
あ
り
、
私
た
ち
が
働

く
市
役
所
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
要
求
な
ど

を
取
り
上
げ
る
候
補
者
を
推
薦
し
、

政
策
協
定
を
結
び
、
組
合
員
・
職

員
に
対
し
て
政
策
の
説
明
や
教

育
・
宣
伝
活
動
を
行
い
な
が
ら
、

政
策
で
共
に
市
政
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
が
労
働
組
合
の
行
う
市
長

選
挙
の
運
動
で
す
。

　

私
た
ち
は
市
民
と
職
員
の
願
い

を
実
現
す
る
た
め
、
政
党
選
挙
と

首
長
選
挙
の
違
い
を
し
っ
か
り
確

認
し
、
特
定
の
政
党
の
支
持
を
押

し
付
け
る
の
で
は
な
く
市
政
転
換

を
求
め
て
市
長
選
挙
を
た
た
か
い

ま
す
。

　

北
橋
市
政
の
12
年

　

大
型
開
発
を
優
先
し
、
市
債
発

行
残
高
を
膨
れ
上
が
ら
せ
た
前
市

政
へ
の
市
民
の
批
判
の
高
ま
り
の

中
、
北
橋
市
政
は
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
初
、「
ハ
ー
ト
フ
ル
」
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、「
採
算

の
と
れ
な
い
大
型
箱
物
へ
の
税
金

投
入
は
や
め
る
、
子
育
て
日
本
一
」

な
ど
の
公
約
を
掲
げ
、
1
期
目

は
「
生
活
保
護
行
政
の
見
直
し
、

中
学
校
給
食
の
導
入
」
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
ミ

ク
ニ
ワ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ
ア
ム
の
建

設
、
下
関
北
九
州
道
路
の
建
設
推

進
な
ど
、
大
型
開
発
優
先
の
市
政

を
強
め
て
い
ま
す
。

　

行
財
政
改
革
で
は
、
学
校
や
、

保
育
所
給
食
の
民
間
委
託
、
門
司

病
院
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
、

市
立
若
松
病
院
の
民
間
移
譲
な
ど

を
強
行
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ご
み
収
集
業
務
の
全

面
委
託
化
、
市
立
医
療
セ
ン
タ
ー
・

市
立
八
幡
病
院
の
独
立
行
政
法
人

化
、
公
共
施
設
の
削
減
と
使
用
料

値
上
げ
な
ど
市
民
の
期
待
を
裏
切

る
市
政
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
市
政
の
継
続
を
す
る
の
か
、

市
民
の
声
が
届
く
市
政
を
実
現
で

き
る
の
か
は
、
私
た
ち
の
１
票
に

か
か
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

給食委託化撤回に向けて宣伝行動

ながた候補と
政策協定結ぶ

笑
顔
と
希
望
の
あ
る
市
政
へ

笑
顔
と
希
望
の
あ
る
市
政
へ

ひ
と
り
一
人
を
大
切
に
す
る
市
役
所
を

ひ
と
り
一
人
を
大
切
に
す
る
市
役
所
を

北九の仲間編集部が選ぶ



催
し
も
の
情
報

―
12
月
―

●
19
日
（
水
）
18
時
～
19
時
半

　
【
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
行
動
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
倉
駅

―
１
月
―

●
11
日
（
金
）
18
時
15
分

　
【
地
区
労
連
新
春
旗
開
き
】

　
　
　

小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル

●
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）

　
【
自
治
労
連
第
31
回
組
織
集
会
】

　
　
　
　
　
　

千
葉
教
育
会
館

●
19
日
（
土
）
14
時
～
16
時

　
【
平
和
ネ
ッ
ト
宣
伝
行
動
】

　

リ
バ
ー
ウ
ォ
ー
ク
横　

勝
山
橋

９条の会９条の会

　

12
月
８
日
は
日
本
の
真
珠
湾
攻

撃
で
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
た
日
。

毎
年
、
全
国
各
地
の
母
親
大
会
実

行
委
員
会
・
連
絡
会
で
は
、
こ
の

日
を
中
心
に
当
時
の
赤
紙
の
コ
ピ
ー

を
配
布
し
、
平
和
を
守
る
た
め
の

宣
伝
を
行
っ
て
い
ま
す
◆
北
九
州

で
も
、
12
月
３
日
の
若
松
に
始
ま

り
、
７
日
に
小
倉
と
戸
畑
、
８
日

に
門
司
と
八
幡
で
取
り
組
ま
れ
、

市
職
労
も
参
加
し
ま
し
た
◆
８
日

（
土
）
黒
崎
駅
前
に
お
い
て
、
市

職
労
女
性
部
の
５
人
と
他
団
体
の

女
性
十
数
名
が
行
動
。「
日
本
で

も
徴
兵
制
が
あ
り
、
多
く
の
若
者

が
赤
紙
、
召
集
令
状
に
よ
っ
て
無

理
や
り
戦
争
へ
送
り
込
ま
れ
た
の

で
す
。」
と
の
訴
え
に
、
若
い
方

な
ど
が
チ
ラ
シ
を
受
け
取
り
、
熱

心
に
見
て
い
ま
し
た
。
１
月
は
８

日
（
火
）
鴎
外
橋
の
予
定
で
す
。

　

11
月
10
日
～
11
日
で
、
第
29
回

人
間
ら
し
く
働
く
た
め
の
九
州
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

1
日
目
に
、
久
留
米
大
学
医
学

部
環
境
医
学
講
座
の
石
竹
達
也
教

授
、
週
刊
東
洋
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
風
間
直
樹
氏
の
講
演
が
あ

り
ま
し
た
。

 

不
安
定
雇
用
に
健
康
リ
ス
ク

　

石
竹
教
授
は
「
健
康
の
社
会
的

決
定
要
因
」
と
題
し
て
お
話
し
さ

れ
ま
し
た
。

　

職
業
性
ス
ト
レ
ス
は
、
仕
事
上

要
求
さ
れ
る
業
務
量
や
ス
ピ
ー
ド
、

責
任
、
心
理
的
負
担
な
ど
の
「
要

求
度
」
と
、
い
つ
ま
で
に
何
を
ど

の
よ
う
に
す
る
か
な
ど
を
自
分
の

裁
量
で
決
め
ら
れ
る
「
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
度
」
の
2
つ
を
組
み
合
わ

せ
た
「
要
求
―
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
モ

デ
ル
」
で
評
価
す
る
こ
と
や
、
英
国

の
公
務
員

を
対
象
に

し
た
研
究

で
は
、
不

安
定
雇
用

と
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
、
不
安
定
雇
用

は
失
業
と
同
じ
よ
う
に
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
と
強
い
関
連
が
あ
る
。
身

体
症
状
に
つ
い
て
は
、
失
業
よ
り

も
不
安
定
雇
用
の
方
が
強
い
関
連

性
が
あ
り
、
不
安
定
雇
用
は
失
業

に
匹
敵
す
る
健
康
へ
の
影
響
リ
ス

ク
が
あ
る
。
失
業
で
は
、
特
に
ア

ル
コ
ー
ル
関
連
の
リ
ス
ク
が
大
き

く
、
社
会
的
健
康
決
定
要
因
に
関

連
す
る
政
策
を
立
案
実
行
す
る
部

署
に
理
解
や
協
力
を
得
る
こ
と
が

重
要
と
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

 

問
題
だ
ら
け
、
働
き
方
改
革

　

風
間
氏
か
ら
は
「『
働
き
方
改

革
』
の
オ
モ
テ
と
ウ
ラ
」
と
題
し

て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
過
労
死
事
故
な
ど
、

い
く
つ
か
の
過
労
死
事
故
に
触
れ
、

残
業
時
間
規
制
の
オ
モ
テ
の
中
で
、

「
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
」

と
「
裁
量
労
働
制
」
の
範
囲
拡
大

と
い
う
実
質
無
制
限
な
労
働
時
間

の
ウ
ラ
が
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け

る
運
送
業
な
ど
の
過
酷
な
現
場
の

状
況
の
報
告
、
同
一
労
働
同
一
賃

金
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
派

遣
か
ら
個
人
請
負
に
シ
フ
ト
さ
れ

る
懸
念
が
あ
る
。
個
人
請
負
で
は

労
働
法
規
が
一
切
適
用
さ
れ
な
い

た
め
、
解
雇
規
制
も
失
業
保
険
も

時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働
手
当

も
な
く
、
最
賃
さ
え
適
用
さ
れ
な

い
な
ど
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
働
き
方
改
革
で
有
識

者
会
議
が
当
事
者
意
識
を
失
い
、

官
邸
お
任
せ
、
安
倍
政
権
は
国
会

軽
視
で
、
ち
密
な
議
論
の
積
み
上

げ
に
欠
い
た
今
回
の
枠
組
み
の
土

台
は
、
ぜ
い
弱
だ
と
指
摘
し
て
講

演
を
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

 

な
く
そ
う
サ
ー
ビ
ス
残
業

　

2
日
目
は
、
特
別
企
画
と
5
つ

の
分
科
会
が
開
催
さ
れ
、
私
は
、

第
5
分
科
会
「
労
働
安
全
衛
生
活

動
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
長
時
間
・

他
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
こ
で

は
、
労
働
組
合
か
ら
12
の
報
告
。

私
は
、
市
役
所
の
サ
ー
ビ
ス
残
業

に
つ
い
て
、
当
局
が
サ
ー
ビ
ス
残

業
を
な
く
す
た
め
に
調
査
な
ど
を

実
施
し
て
い
る
が
、
組
合
の
調
査

で
は
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
増
え
て
い

る
こ
と
、
サ
ー
ビ
ス
残
業
を
な
く

す
た
め
に
は
「
一
人
ひ
と
り
が
き

ち
ん
と
残
業
を
申
請
す
る
こ
と
」

も
大
事
だ
と
報
告
し
ま
し
た
。

（
前
田　

一
樹
）

１
９
春
闘
に
む
け
て

９
春
闘
に
む
け
て

「
働
く
み
ん
な
の
要
求
・

職
場
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

ご
協
力
を
！

締
切　

12
月
21
日
（
金
）

市民大集会市民大集会
日 時　12月22日（土）
　　　14時～16時
場 所　国際会議場

労
働
者
の
過
酷
な
実
態
に
は
フ
タ

　
　

民
主
主
義
の
危
機
危
機
か
？

やさしい市政へ
笑顔と希望の会



　

平
成
最
後
の
師
走
。
年
末
は
30

年
間
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
か
な
？

な
お
、
恒
例
の
今
年
の
漢
字
は

「
災
」。
何
と
も
気
が
重
い
…
。
皆

さ
ん
の
一
年
、
三
十
年
は
い
か
が

で
し
た
か
？

＊
イ
チ
オ
シ
・
シ
ネ
マ
＊

　

北
九
州
市
内
で
は
、
今
年
３
９

０
本
近
い
映
画
が
初
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
日
本
映
画
は
年
々
増

加
中
。
忙
し
い
は
ず
…
。

　

先
月
も
書
い
た
「
ボ
ヘ
ミ
ア
ン
・

ラ
ブ
ソ
デ
ィ
」
が
大
ヒ
ッ
ト
中
で

す
。
こ
れ
に
匹
敵
す
る
の
が
21
日

公
開
の「
ア
リ
ー
／
ス
タ
ー
誕
生
」
。

レ
デ
ィ
・
ガ
ガ
の
初
主
演
作
で
、

彼
女
の
半
生
そ
の
も
の
。
予
告
編

で
聴
い
た
歌
は
圧
巻
で
し
た
！

　

他
の
続
々
公
開
中
の
正
月
映
画

は
、
お
好
み
で
ど
う
ぞ
。

　

で
、
今
月
の
イ
チ
オ
シ
は
、
小

倉
昭
和
館
で
上
映
中
の
「
幸
せ
の

絵
の
具　

愛
を
描
く
人　

モ
ー
ド
・

ル
イ
ス
」
に
。
「
ゴ
ッ
ホ　

最
後

の
手
紙
」
と
画
家
２
本
立
て
。
21

日
ま
で
で
す
。
半
休
取
っ
て
映
画

館
へ
ダ
ッ
シ
ュ
！

＊
イ
チ
オ
シ
・
コ
ン
サ
ー
ト
＊

　

恒
例
の
日
本
フ
ィ
ル
が
や
っ
て

き
ま
す
。
２
月
10
日
（
日
）
14
時

開
演
、
ソ
レ
イ
ユ
ホ
ー
ル
に
て
。

指
揮
は
藤
岡
幸
夫
、〝
真
実
の
音
〞

を
追
及
し
ま
す
。
ド
ヴ
ォ
ル
ザ
ー

ク
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
横
坂
源
に

よ
る
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
と
交
響
曲
９

番
「
新
世
界
よ
り
」。

＊
映
画
サ
ー
ク
ル
情
報
＊

　

今
月
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
ぴ
っ

た
り
な
95
年
の
米
・
日
合
作
映
画

「
ス
モ
ー
ク
」。
16
・
17
日
で
終

了
。
新
年
１
月
は
15
年
の
日
本
映

画
「
ス
プ
リ
ン
グ
、
ハ
ズ
、
カ
ム
」。

東
京
国
際
映
画
祭
で
主
演
の
柳
家

喬
太
郎
と
石
井
杏
奈
が
高
評
価
を

得
ま
し
た
。
二
人
は
広
島
に
住
む

父
娘
役
。
東
京
の
大
学
進
学
の
た

め
、
部
屋

探
し
に
上

京
す
る
二

人
を
、
静

か
な
映
像

で
温
か
く

描
い
て
い

ま
す
。

１
月
20
日
（
日
）
12
時
・
18
時
半

　
　
　
　
　

イ
オ
ン
シ
ネ
マ
戸
畑

21
日
（
月
）
19
時
小
倉
昭
和
館
１

　

万
葉
集
（
巻
六
）

　
　

帥
大
伴
卿
の
遥
か
に
吉
野
の

　
　

離
宮
を
思
い
て
作
る
歌
一
首

　

隼
人
乃　

湍
門
乃
磐
母　

年
魚

走　

吉
野
之
瀧
尓　

尚
不
及
家
里

　
（
は
や
ひ
と
の　

せ
と
の
い
わ
ほ

も　

あ
ゆ
は
し
る　

よ
し
の
の
た

ぎ
に　

な
お
し
か
ず
け
り
）

　　

こ
の
万
葉
歌
は
、
中
納
言
大
伴

旅
人
が
神
亀
五
年
（
７
２
８
年
）

に
太
宰
帥
（
大
宰
府
長
官
）
と
し

て
妻
子
（
大
伴
家
持
）
を
伴
っ
て

大
宰
府
に
赴
い
た
時
の
歌
で
す
。

こ
の
時
、
大
伴
旅
人
は
63
歳
「
生

き
て
帰
れ
る
の
か
」
と
い
う
思
い

を
抱
い
て
の
赴
任
で
し
た
。

　

正
月
早
々
、
奈
良
の
都
を
出
て

瀬
戸
内
海
を
船
で
西
下
し
九
州
入

り
し
ま
し
た
。

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ

門
司
の
歴
史
シ
リ
ー
ズ
＊＊
古
代
編

古
代
編  

⑤⑤

文
化
ガ
イ
ド

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

　

関
門
海
峡
の
「
早
鞆
の
瀬
戸
」

を
通
過
す
る
際
に
、
船
上
か
ら
見

た
で
あ
ろ
う
「
和
布
刈
」
の
岬
の

光
景
は
、
旅
人
を
感
動
さ
せ
「
吉

野
の
宮
瀧
」
を
想
起
さ
せ
た
と
み

え
ま
す
。

　

吉
野
の
瀧
は
上
か
ら
流
れ
落
ち

る
滝
で
は
な
く
、
白
波
を
た
て
て

タ
ギ
リ
流
れ
る
急
流
の
事
で
、「
吉

野
の
宮
」
の
前
の
吉
野
川
は
渓
谷

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
伴
旅
人
が
生
き
た
飛
鳥
・
奈

良
時
代
の
「
吉
野
」
は
、
一
般
に

い
わ
れ
て
い
る
桜
の
名
所
で
は
な

く
、
近
く
て
遠
い
神
仙
境
で
あ
り
、

山
や
川
に
霊
気
籠
る
聖
地
で
当
時

の
都
人
の
憧
憬
の
地
で
し
た
。

　

旅
人
も
聖
武
天
皇
の
「
吉
野
離

宮
」
行
幸
に
随
行
し
て
歌
を
詠
む

な
ど
「
吉
野
」
へ
の
想
い
は
強
い

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。（
つ
づ
く
）

吉野の宮瀧に見える？早鞆の瀬戸

吉野川の渓流にある宮瀧？

◉ 交　通／「北都観光」大型バス
　　　　    往路＝1月19日（土）発：八幡駅前 ７時 30 分 小倉ＫＭＭ ８時）
　　　　    復路＝20日（日）着：小倉ＫＭＭ 21時  八幡駅前 21時 30 分）
◉ 宿　泊／いわみ温泉香遊館　☎０８５５‒９５‒３５０５
◉ 定　員／先着20名（スノーボードも指導可）
◉ 参加費／大人　35,000 円　　小学生　27,000 円
　　　　   幼児　22,500 円（3歳以上）スキー協会員以外は千円プラスです。
◉ 主　催／新日本スポーツ連盟・福岡県スキー協議会

※参加費は1泊2食。リフト代別
※スキー板、靴、ウェア等のレンタル
　できます。（有料）
　その他、詳しくは市職労にチラシが
　あります。

締切　１２月２５日（火）
申込みは事務局　西村さんまで
【電話・FAX】6 6 2 ‒ 9 2 7 8
【携帯】090 ‒7455‒1853

島根・瑞穂島根・瑞穂
ハイランドスキー場ハイランドスキー場スキーツアー のご案内


